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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2017-2018年度クラブ方針 

 ロータリーを知ろう 

       ～温故知新～    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中元SAA） 

成川（守）君：石垣泰伸君、本日の卓話よろしくお願い致し

ます。 

橋本君：石垣さん、本日の卓話、よろしくお願いします。 

嶋田（崇）君：石垣泰伸さん、入会早々卓話ご苦労様で

す。 

児島君：石垣泰伸さん、卓話楽しみです。 

上野山（捷）君：石垣泰伸様、卓話楽しみにしています。 

脇村君：石垣泰伸君、本日の卓話よろしくお願いします。 

橋爪（誠）君：石垣泰伸さん、有田ＲＣの初卓話、よろしく

お願いいたします。はりきってどうぞ！！ 

上野山（英）君：石垣泰伸君、本日初の卓話ご苦労様で

す。 

松村君：楽しみです。泰伸君の初スピーチ。 

酒井君：石垣さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：石垣泰伸さん、新入会員とは申しましても

大先輩です。いつもの石垣節を楽しみにきかせてもらい

ます。 

岩橋君：石垣泰伸君、卓話楽しみにしています。 

川口君：石垣泰伸様、本日の卓話宜しくお願い致します。 

井上君：石垣さん、卓話よろしくお願いします。 
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橋本 拓也 君・・・62才になりましたが、まだまだ気持ちも

体力も若者に負けないよう頑張ります。 

岩本 道弘 君・・・この頃、年だからとよく言われますが、何

処の会合に出席しても年上の方になり、何かさみしさを

感じている昨今です。 

田端 正巳 君・・・57才になります。金融マンとして35年目

を迎え、ゴールも近いのですが、健康に留意して頑張

ります。 

  平成２９年８月１７日 第２８４０回 

・外部卓話：仁坂 吉伸 氏（和歌山県知事） 

      「地方創生について」 

・ソング：「ＲＯＴＡＲＹ」 

  平成２９年８月２４日 第２８４１回 

・外部卓話：小川 さだ 氏 (龍神は～と 代表） 

      「みんなの集まる龍神に」 

・ソング：「It’a small world」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８３９ Nｏ． 

島 海碩 書 

今月の誕生・結婚祝 

ニコニコ箱の報告 

８月のお誕生日 

（左から）岩本君、橋本君、田端君です。 

お誕生日おめでとうございます。 

お誕生日の記念品とし

てブリザーブドフラワー

が贈られました。 

左の写真は橋本君への

記念品。緑色が好きだ

そうです。 

お誕生日おめでとうござ

います☆ 

担当：上野山（栄）副委員長 



２ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

橋爪（正）君：石垣泰伸君、入会早々の卓話御苦労さま

です。 

嶋田（ひ）君：先週休ませてもらいました。岩崎順子さん

のお話、聞けなくて残念です。石垣さん、卓話宜しくお

願いします。 

應地君：石垣さん、卓話を楽しみにしています。 

岩本君：石垣様、今日のお話楽しみにしています。 

中元君：石垣泰伸さん、卓話楽しみです。 

 

 

（脇村例会運営委員） 

本日の会員数２９名 

（出席規定免除会員９名） 

出席会員数２５名 

（出席規定免除会員８名） 

       ８９．２９％ 

7/20     ９６．５５％ 

MU：脇村君 

 

 

（成川（守）会長） 
 

 「古川桂三氏 退会の挨拶」 
 

 上野山英樹年度の2015年

6月30日に退会された「古川 

桂三」氏のご家族から、「遺

品を整理していたら、この退

会挨拶が出てきた。」というこ

となので、紹介させていただ

きます。 

 「健康上の問題がうまくい

かず、云わば血管の管理が

まずく、在籍２０余年間に心

筋梗塞1回・脳梗塞2回を患い、皆さんに迷惑をかけられ

ないと決心して退会することにした。今年の正月例会、

「羊」の年男として「床の間に飾って貰え」と縁起の良い

言葉を発したのに残念。ロータリークラブは好きで、メン

バーも素晴らしいと考えている。今後もロータリーの発展

のため、ご活躍をお祈りします。」 

 

   「会員増強の意義、会員身分、 

                会員の義務と特典」 
 

 今日は、6月に入会された「石垣泰伸君」の卓話です。

新会員の皆様は、入会後にこのような卓話の機会をお願

いします。「イニシエーション・スピーチ」と言います。自己

紹介を兼ねて、自分の経歴、職業、趣味、考え方などを

お話ください。 

●イニシエーション・スピーチ(lnitiation Speech) 

ロータリーに入会して自己紹介をすること。例えば自

分の経歴、職業、趣味、考え方など他の会員に伝え、理

解を深めていくこと。 

ロータリーは、1905年2月23日に、鉱山技師：ガスタ

ヴァス・ローア、石炭商：シルヴェスター・シール、洋服屋 

：ハイラム・ショーレー、弁護士：ポール・ハリスの4人が、

ガスタヴァス・ローアの事務所に集まり、最初の会合を持

ちました。（当時は、2週間毎の開催で）2回目の会合は、

2週間後、3月9日のポール・ハリスの事務所で、印刷屋：

ハリー・ラッグルス、不動産業：ウィリアム・ジェンセン、オ

ルガン製造業：アル・ホワイトの3人が加わり7人となり、さ

らに2週間後、3回目の3月23日、シルベスター・シール事

務所の石炭置場に、洗濯屋：アーサー・イルヴィン、保険

屋：チャールス・ニュートンが加わり、計9人となり、初代会

長にシルベスター・シールが就任し、シール会長は激励

と善意についての短いスピーチをしたのが始まりと言わ

れています。（初代会長：シルベスター・シール、記録担

当幹事：ハイラム・ショーレー、連絡担当幹事：ウィリアム・

ジェンセン、会計：ハリー・ラッグルス） 
 

ロータリーには、「NOという言葉はありません。」と言い

ます。ロータリーでは、頼まれれば、断ることなく、依頼を

受けるのが通常です。卓話を依頼されれば、よろしくお

願い申し上げます。日程は、調整することが出来ます。 
 

さて、8月は、会員増強・新クラブ結成推進月間です。

●会員増強の意義(Significance of Membership Devel-

opment) 

1.毎年会員の自然減が5～10%とみられる。このためにも

毎年新しい会員の補充が必要。 

2.組織を生き生きとさせるためには常に新しい血の導入

が必要。 

3.クラブ活性化のため、老、壮、青のバランスを保ち、若

返りが必要。 

4.会員増強と拡大は、毎年Rl会長の最重要課題となって

いる。その課題に取り組むのは当然。 

5.誰かの推薦によって自分は入会したので、この特典を

他の人にも分かち合いたい。ロータリーの入会は、自

分が入会したいと思っても入会出来ません。会員の推

薦が必要なのです。 

6.会員増強は財政や奉仕活動推進のために大きなプラ

スになる。 

7.ガバナーの任務の最大課題は会員増強と拡大とされ

ている。ロータリーは創始以来、一貫して会員増強に

努めてきた。 

8.奉仕活動上、プロジェクトの数や規模にとって有利とな

る。 

9.地域社会の職業的な横断面を表すべきで、可能な限り

地域に存在する職業分類を網羅することが必要。 

10.会員数が増えて現在の会場では狭すぎるときには拡

大を検討する。 

11.会員の少ない地域には会員増強によって奉仕の理想

を推進できる。 

12.既存のクラブでは世界の会員数の平均は減少傾向で

あり、会員増強が必要。 

●会員の資格条件(Qualifications of Membership) 

第10条 会員身分［本条の第2節および4～8節への例外

は第9条を参照のこと］  

第1節 ― 全般的資格条件。本クラブは、善良さ、高潔

さ、リーダーシップを身をもって示し、職業上および（ま

たは）地域社会でよい評判を受けており、地域社会お

よび（または）世界において奉仕する意欲のある成人

会長の時間 

出 席 報 告              



によって構成されるものとする。 

第2節 ― 種類。本クラブの会員の種類は正会員およ

び名誉会員の2種類とする。 

第3節 ― 正会員。RI定款第5条第2節に定められた資

格条件を有する者は、これを本クラブの正会員に選ぶ

ことができる。 

＜RI定款第5条第2節＞ 

第2節 ― クラブの構成。  

(a)クラブは、善良さ、高潔さ、リーダーシップを身をもって

示し、職業上および（または）地域社会でよい評判を

受けており、地域社会および（または）世界において奉

仕する意欲のある成人によって構成されるものとする。 

上記に加え、以上いずれの場合も、その事業場、また

はその住居がそのクラブの所在地域内、もしくはその

周辺地域にあること。クラブの所在地域外、もしくはそ

の周辺地域外へ移転する会員は、理事会が承認し、

さらに同会員がクラブ会員身分のすべての条件を引き

続き満たしている場合、その会員身分を保持できる。 

(b)各クラブは、一事業、一専門職務、または一種類の社

会奉仕に偏らないバランスの取れた会員構成を有しな

ければならない。5名またはそれ以上の正会員がいる

職業分類からは、正会員を選出してはならない。ただ

し、会員数が51名以上のクラブの場合は、同一職業分

類に属する正会員がクラブ正会員の10パーセントを超

えない限り、その職業分類の下に正会員を選出するこ

とができる。引退した会員は、その職業分類に属する

会員総数に含めないものとする。選出によってクラブ

会員数が職業分類の制限を一時的に超えることに

なっても、クラブの移籍会員または元クラブ会員、また

は理事会によって定義されたローターアクターまたは

ロータリー学友の職業分類は、正会員として選ばれる

ことを妨げるものであってはならない。会員が職業分

類を変更した場合、クラブは、これらの制限にかかわら

ず、同会員の会員身分を新しい職業分類の下で継続

することができる。 

●会員の義務と特典(Member's Obligation and Privi-

lege) ロータリークラブ定款第15条に義務を厳しく明記し

ている。 

第15条 会員身分の存続  

第1節 ― 期間。会員身分は、次に定めるところによって

終結しない限り、本クラブの存する間存続するものとす

る。  

第2節 ― 自動的終結。   

(a)会員の資格条件。会員が、会員資格条件に欠けるよう

になったとき、会員身分は自動的に終結するものとす

る。ただし、 

  (1)理事会は、会員が本クラブの所在地域外、もしくは

その周辺地域外に移転する場合、新しい地域社会に

あるロータリークラブを訪問して知り合いになってもらう

ために1年以内の期間に限って、出席義務規定の特

別免除を与えることができる。ただし、この場合、同会

員は引き続きクラブ会員たるすべての条件を満たして

いることが前提である。 

  (2)理事会は、本クラブの所在地域外、もしくはその周

辺地域外に移転する会員の会員身分を保持できる。

ただし、同会員は引き続きクラブ会員たるすべての条

件を満たしていることが前提である。  

(b)再入会。会員の会員身分が本節（a）項の規定によっ

て終結した場合、終結時におけるその会員の身分が

瑕疵なきものであれば、同人は、同じ職業分類または

別の職業分類の下に、新たに入会申込をすることがで

きる 

(c)名誉会員の会員身分の終結。名誉会員の会員身分

は、理事会が決定した期間の終了をもって自動的に

終結する。しかしながら、理事会は名誉会員身分の期

間をさらに延長することができる。理事会はいつでも名

誉会員身分を取り消すことができ る。 

第3節 ― 終結 ― 会費不払。 

 (a)手続。所定の期限後30日以内に会費を納入しない会

員に対しては、その分かっている最新の宛先に、幹事

が、書面をもって催告しなければならない。催告の日

付後10日以内に会費が納入されなければ、理事会の

裁量に従って当該会員の会員身分を終結して差し支

えない。 

(b)復帰。理事会は、その嘆願がありかつクラブに対する

同人のすべての負債が完済されれば、元会員を会員

身分に復帰させることができる。しかしながら、同人の

以前の職業分類が本定款の第11条第2節に適ってい

ない場合は、いかなる元会員も正会員に復帰させるこ

とはできない。  

第4節 ― 終結 ― 欠席。［本節の規定への例外は第7条

を参照のこと］ 

(a)出席率。会員は、  

  (1)年度の各半期間において、メークアップを含むクラ

ブ例会または衛星クラブ例会の出席率が少なくとも50

パーセントに達しているか、クラブのプロジェクトおよび

その他の行事や活動に少なくとも12時間参加していな

ければならない。または、バランスの取れた割合でそ

の両方を満たしていなければならない。  

  (2)年度の各半期間に、本クラブまたは衛星クラブの

例会総数のうち少なくとも30 パーセントに出席、または

クラブのプロジェクトおよびその他の行事や活動に参

加しなければならない（RI理事会によって定義された

ガバナー補佐は、この義務を免除されるものとする）。 

会員が規定通り出席できない場合、その会員身分は、

理事会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、

終結することができる。  

(b)連続欠席。会員の会員身分は、理事会が正当かつ十

分な理由があると認めない限り、または第12条第3節も

しくは第4節に従う場合を除き、連続4回例会に出席せ

ず、またメークアップもしていない場合、クラブ理事会

は、その欠席がクラブ会員身分の終結を要請している

と考えられる旨通知するものとする。その後、理事会

は、過半数によって、会員の会員身分を終結すること

ができる。  

第5節 ― 他の原因による終結。  

（ａ）正当な根拠。理事会は、いずれの会員も、本クラブの

会員としての資格条件に欠けるようになった場合、もし

くは他に十分と認められる根拠があれば、特にその目

的のために招集された理事会の会合において、出席

３ 

会員増強・新クラブ結成推進月間 



し投票した全理事の3分の2を下回らない賛成投票に

よって、その会員身分を終結することができる。本会合

の指針となる原則は、第10条の第1節、「四つのテス

ト」、およびロータリークラブ会員として持つべき高い倫

理基準とする。  

（ｂ）通知。本節（a）項の下に会員身分を終結する前に、

当該会員は、かかる懸案案件について、少なくとも10

日間の予告を書面によって与えられ、理事会に対して

書面による答弁を提出する機会を与えられなければな

らない。また、理事会に出頭して、自分の立場を釈明

する権利を持つものとする。かかる予告の通達は、配

達証明便または書留郵便によって、分かっている最新

の宛先に送付されなければなら ない。  

（ｃ）職業分類の充填。本節の規定によって理事会が正

会員の会員身分を終結した場合、もし提訴があれば、

これに対する聴聞の期限が切れて本クラブの決定また

は仲裁人の決定が発表されるまでは、本クラブは、当

該会員の持っていた職業分類の下に新しい会員を選

挙してはならない。ただし、たとえ終結に関する理事会

の決定が覆されても、新会員の入会によって同一職業

分類に属する会員の制限を超えない場合はこの限り

ではない。  

第8節 ― 退会。いかなる会員も、本クラブからの退会の

申出は書面をもって行い（会長または幹事宛）、理事

会によって受理されなければならない。ただし、当該

会員の本クラブに対するすべての負債が完済されて

いることを前提とする。  
 

これらの条件の下においてのみ、会員は、本クラブの

特典を受けることができるとあるが、特典については詳し

く記していない。ロータリーは特典を得るための義務履行

ではなく「超我の奉仕」なのである。しいて言うならば、有

形のものではなく、人生哲学的なものと言える。 
 

まとめますと； 

義務 

1.Rl定款・細則並びにロータリークラブ定款・細則を順守

すること。 

2.入会金・会費を納入すること。 

3.例会に出席すること。 

4.新会員を推薦すること。 

5.委員会活動、その他ロータリープログラムに参加するこ

と。 

6.雑誌「ザ・ロータリアン」又は「ロータリーの友」を購読す

ること。 

特典 

1.ロータリークラブの会員には本人が希望してもなれな

い。会員により推薦され、選挙されて初めて会員とな

れる。 

2.全世界に品性高潔な120万人の友人を得ること。 

3.全世界のロータリークラブ例会、ロータリー会合に参加

できること。 

4.奉仕活動に参加できること。 

5.ロータリアンとしての絶大な信用を得ること。 

6.ロータリアンとして、適格な人を推薦することができるこ

と。 

「ロータリーと政治」 
 

 8月17日は、仁坂県知事の卓話です。 

 ロータリーでは、政治について、どのようなかかわりを持

てることが許されますか？ロータリークラブでは、「宗教と

政治の話はしない。」と言われます。なぜでしょうか？―

―＞「親睦」が失われるからです。 
 

 規則では；「ロータリー章典 2017 年 6月版 2.090. クラ
ブおよび政治活動 Clubs and Politics」 

  RIとその加盟クラブは、党派的政治声明を発表するこ

とを控えなければならず、ロータリアンも同様に、政府もし

くは行政当局にいかなる団体的圧力をかけてもならな

い。 （2013年10月理事会会合、決定31号） Source: Feb-

ruary-March 1983 Mtg., Bd. Dec. 288  
 

 しかし、次のことを行うのはロ一タリアンの義務である。 

１）世界理解と平和というロータリーの目的の追求と、自

己の職業および地元地域への奉仕に影響を及ぼすも

のに限っては、クラブで、地元地域や世界各地の政治

状況を検討すること。問題を公平な立場で、全体で討

論したのち、各会員がそれぞれ自分自身の結論を下

せるよう、釣り合いの取れたプログラムと討論を通じて

信頼できる情報を得るものと期待されている。 

２）クラブ外では、すべての人の尊厳と個人の必然的人

権の尊重に対する認識を高めるために、言葉ばかりで

なく立派な行為を通じて、個人として、また、できるだ

け多くの合法的グループおよび団体において、積極

的に行動すること。 
 

国際ロータリー細則 
4.060. 公職  

 一定の任期の間選挙または任命によって公職にある者

は、当該公職の職業分類の下にクラブの正会員となる資

格を有しないものとする。この制約は、学校、大学その他

の教育施設に奉職する者、または裁判官に選出もしくは

任命された者には適用されない。会員で一定の任期を

持った公職に選出もしくは任命された者は、その公職に

在任中、以前の職業分類の下に、引き続き会員としての

身分を保持することができる。 
 

●政治的主題の禁止（Non-Political） 

(ａ)決議および見解（Resolutions and Opinions）本クラブ

は、政治的性質をもった世界問題または国際政策に

関して、討議ないし見解を採択したり配布したりしては

ならない。またこれに関して行動を起こしてはならな

い。 

(ｂ)嘆願（Appeals）本クラブは、政治的性質を持った特定

の国際問題の解決のために、クラブ、国民、政府に対

して嘆願してはならない。また書状、演説、提案を配布

してはならない。 

（標準クラブ定款第16条第3節） 

 

（橋本幹事） 

1.九州北部集中豪雨被害の義捐金、皆様からの寄付3

万円にクラブからの寄付7万円を加え合計10万円を

振り込みました。 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

４ 

 幹事報告  



2.米山カウンセラーセミナーが7月30日県民文化会館で

開催され、カウンセラーの橋本が参加しました。 

3.地区より、ロータリー財団地区補助金審査報告書が届

きました。有田RCが申請した「ミャンマーにおける有

機肥料を使った職業訓練事業」が審査の結果、不備

がないと認められました。これは、国際ロータリー財

団からの正式な承認ではないとのことです。 

4.国際ロータリー日本事務局財団室から「寄付・認証 

ロータリークラブの手引き」の2017－18年版が完成し

たことの連絡が入っています。 

5.地区より、ガバナー事務所の夏季休暇のお知らせが届

いています。8月11日（金）～8月16日（水）  

6.地区より、2017-18年度地区大会事務所開所のお知ら

せが届いています。来週8月7日開所、場所はガバ

ナー事務所と同じ 

7.地区より、地区大会賦課金の送金について連絡が届

いています。 

8.トロントで開催予定の国際大会の案内が届いていま

す。成川国際奉仕委員長に内容を伝えます。 

9.和歌山特報に先週の岩崎順子様が有田RCで卓話さ

れた記事が載っています。 

10.岩崎順子様から感謝のレターが届いています。 

11.和歌山ロータリークラブから「創立80周年記念誌」が

届いています。 

12.他クラブの例会変更のお知らせが届いています。 

 

 

 

＊社会・青少年奉仕委員会（井上委員長） 

 ①九州北部集中豪雨被害への義捐金の御礼 

 ②ダメ・ゼッタイ協賛のお願い 

 

＊ロータリー財団委員会（酒井委員長） 

 嶋田（崇）さんより、特別寄付をいただきました。 

 

＊米山記念奨学会委員会（松村委員長） 

 「ロータリー米山記念奨学会50年のあゆみ」事務局に

保管しています。 

 

 

 

イニシエーションスピーチ 

         「出会い」           
 

１．昭和30年(1955)3月有田市初島町に生まれる。 

２．初島小学校 東燃社員の子息達との出会い 

  標準語で話していた友人が2～3年でいなくなるのが

理解出来なかった 

３．西和中学校 初めての一人下宿住まいを体験したが

１年で挫折。以後電車通学。 

４．星林高等学校 中学校から連続５年間の電車通学を

体験。電車通学で他高校の学生や大学生と一緒に通

学。 

５．予備校 大阪に住み、進学せず仕事をしたいと希望

したため1年間勘当同然の生活。故に1日15時間アル

バイトプロデュース会社でアルバイトの為、車のレース

やディスコの運営の仕事を体験。 

６．大東文化大学 東京という都会を謳歌してはいたが、

やはり好きな車関係の仕事や音楽関係の仕事の魅力

から離れられず、結局アルバイト三昧？の学生生活 

７．昭和53年(1978) 沢野商店「現石垣工業株式会社」

に入社 

８．昭和54年(1979) 有田青年会議所入会して上野山英

樹先輩、橋爪正芳先輩、嶋田崇先輩と出会い地域貢

献やボランティア精神をたっぷり１６年間かけて体験さ

せて頂いた 

９．昭和59年(1984) 現在の妻と結婚 

１０．平成11年(1999) 介護事業所(株)サザンクロスを設

立。ストリートミュージシャンであったコブクロと出会う。 

１１．平成24年(2012) 農業生産法人アコモファーム紀州

を引き継ぎ有機農法での野菜作りに出会う。 

１２．平成25年(2013) 介護相談を受けた人物を通じてワ

イン造りに出会う。ワイン用葡萄の試験栽培開始。ヨー

ロッパを巡りイタリアのワイナリーオーナーから日本の

可能性を聞かされる。 

１３. 平成26年(2016） 県内の候補地を巡り、日本ワインの

可能性を確信し準備を進める。有田市、有田川町、高

野町で葡萄苗を定植開始。         

１４．平成27年(2015) 和歌山ワイナリー設立、ワインの醸

造許可取得。 

１５．平成29年(2017) 有田産のワイン用ブドウでワインを

有田で製造。 

１６．現在の主な出会い  有田市観光協会副会長、湯

浅納税協会副会長、関西ワイナリー協会副会長 

１７．最近の出会い 

   ・タイで通訳としての青年と出会う 

      タイ山岳民族で少数民族のアカ族の出身 

     タイでの農業の可能性を探る 

     農業研修生として当社に採用 

   ・タイコーヒー 

     タイのロイヤルプロジェクトでのコーヒー産業が本

格的になり輸出を切望される 

   ・蝙蝠糞 

    有機肥料として注目されているバットグアノと巡り

合う 

 

 

 

 

会員増強・新クラブ結成推進月間 

５ 

閉会・点鐘 （成川(守)会長） 

 卓 話 

委員会報告 

 

会員 

石垣 泰伸 君 


